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�．はじめに
近年，バリアフリー新法（建築物におけるバリアフ

リーについて：国土交通省）や交通バリアフリー法（交

通バリアフリー：国土交通省）の施行により，公共交

通機関の整備も進み，ガイドヘルプ事業を実施してい

る市町村もでてくるなど（渡辺２０１２），以前よりも障

害者が外出しやすい環境となりつつある。しかし，川

口（２０００）は公共交通機関のバリアフリー化は機関に

よって差があり，障害者自身が自動車を運転する方が

はるかに便利で安全であると述べている。平成２４年度

の日本の総人口は約１億２千７百万人（人口統計：総

務省統計局）であり，身体障害者手帳交付数は５百万

人となっている。また，平成２４年度の運転免許交付数

は約８千１万件で，身体障害者の条件付き免許交付数

は約２１万件であった（運転免許統計：警察庁交通局運

転免許課）。これらの統計情報より，日本国民の自動

車免許取得率は６３．９％，身体障害者の自動車免許取得

率は４．９％となり，身体障害者の免許取得率の低さが

明らかとなる。さらに特筆すべき点として，日本国内

の運転免許交付数は統計の始まった昭和４１年以降，毎

年増加傾向にあるのに対し，身体障害者の免許取得数

は確認できる統計のある平成１４年度以降，毎年２１万人

程度で変化が見られず，身体障害者の自動車免許取得

は進んでいないと考えられる。運転免許取得数におけ

る男女比は，平成元年度では男性６３％，女性３７％と男

性が圧倒的に多いが，平成２４年度では男性５５．８％，女

実践報告 West Kyushu Journal of Rehabilitation Sciences７：３９－４７，２０１４

要旨：歩行障害により障害者手帳を取得している方に対して，外出頻度や外出手段，外出
時のトイレに焦点をあてたアンケートを実施し，外出が困難な原因を性別に分けて分析し
た。
結果は，女性の外出頻度と時間が少ない傾向が見られた。さらに，女性は外出時にトイ

レに困ったら我慢するとの回答が多く，男性は尿器を使用するとの回答が多かった。
外出が困難と感じる理由は，男女ともにトイレや道路状況に関する回答が多かった。
自動車の運転に関しては，有意な差は見られなかったが，男性の方が運転率は高かった。
女性の障害者はトイレに関する問題により，外出が困難になっている可能性が示唆され

た。

キーワード：外出・トイレ・自動車運転

受付日：平成２５年９月１日，採択日：平成２５年１１月１日
１）西九州大学リハビリテーション学部リハビリテーション学科作業療法学専攻

Faculty of Rehabilitation Sciences, Nishikyushu University

２）医療福祉専門学校緑生館作業療法学科
Department of Occupational Therapy,Technical School of Medical and Welfare Ryokuseikan

３）長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻理学・作業療法学講座
Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University

歩行障害者が外出困難となる理由についてのアンケート調査
～男女差の比較検討～

A questionnaire survey on reasons for difficulties in going out among
people with walking disabilities:

Comparison of the gender gap

植 田 友 貴１） 島ノ江 寿２） 上 城 憲 司１） 藤 原 和 彦１） 東嶋美佐子３）

TOMOTAKA UEDA１），HISASHI SHIMANOE２），KENJI KAMIJOU１），KAZUHIKO HUJIWARA１），MISAKO HIGASHIJIMA３）

３９



性４４．２％と，男女差は埋まりつつある。一方で身体障

害者の男女別免許交付数については明確な統計が見当

たらなかった，

その他の外出に関する問題として片山ら（２００７）は，

在宅高齢障害者は半数が外出に不安を持っており，そ

のうち５割が身体的要因により外出が不安であると回

答があったと報告している。さらに高齢者の外出時の

不安要因として，障害者用トイレや洋式トイレがすぐ

に見つからないことがあると報告している。先行文献

では身体障害者の外出先におけるトイレ内での工夫や，

トイレが見つからなかった際の対応についての実践報

告はあるが（宮野２０１３，小島２０１３），男女別の対応方

法に関しての研究は見当たらなかった。

そこで，本研究では歩行に障害のある方を対象に，

外出，自動車運転の有無，外出時のトイレ利用に焦点

を当てたアンケートを実施し，各項目を男女別に比較

検討を行なったので報告する。

�．対 象

Ａ県Ｂ市在住で歩行障害により障害者手帳を取得し

ている男性１５名・女性１５名の計３０名を対象とした。自

治体による道路状況や公共交通機関及び自動車運転の

バリアフリー環境の格差を勘案し，地方の中核市であ

るＢ市在住者のみに限定した。さらに，日常的に外出

に支障を来している可能性のある，歩行障害者を対象

に限定した。対象者の平均年齢は男性４８．２±１５．９歳，

女性５４．３±１５．４歳であった。

倫理事項として，アンケートを拒否しても何ら不都

合を被らないこと，全てのアンケートは統計処理を行

い個人情報の保護に努めること，解析データは学術的

な場でのみ公表することを説明し，同意を得られた場

合にのみ回答を依頼した。

�．方 法

年齢や障害名等の基本情報と外出時間や外出先に関

する，全１６項目のアンケート（表１）を独自に作成し，

電話にて聞きとり調査を実施した。対象者の電話番号

に関しては，Ａ市社会福祉協議会の障害者団体に依頼

し，研究計画への同意を得た後に，住所・氏名を黒塗

りすることで個人情報をマスキングした名簿の閲覧許

可を得た。さらに，名簿は外部への持ち出しを禁止し，

電話番号など個人情報のメモも取らないことを条件と

した。

統計解析は年齢の比較にマン・ホイットニ検定を用

い，その他の項目に関しては分割表分析にて χ２乗検
定を行った。各統計解析共に危険率５％未満を有意と

した。

�．結 果

アンケートの結果及び統計解析結果を以下に示す。

それぞれ，表２及び表３に詳細を記載する。

Ｑ１．男女別の年齢及び手帳等級

年齢の平均は男性４８．２±１５．９歳，女性５４．３±１５．４歳

であり，統計学的有意差は認めなかった。手帳等級は，

男女共に１級が１０人と最も多く，有意差は認めなかっ

た。

Ｑ３．居住場所

男女共に一戸建て男性７名，女性８名，マンション

が男性８名，女性９名とほぼ同数であり，有意差は認

めなかった。

Ｑ４．本人を含めた同居親族数

男性は同居親族１名（独居）との回答が４名と最も

多く，女性は同居親族１名（独居）と２名との回答が

４名ずつと最も多かった。その他，男女共に３～４名

の同居親族との回答が３名と多く，ややばらつきがみ

られ有意差は認められなかった。

Ｑ５．移動手段

手動車椅子との回答が男性１０名，女性５名と最も多

く，次いで歩行器使用が男性３名，女性３名であった。

統計学的な有意差は認められなかった。

Ｑ６．１週間の外出頻度

男性は毎日外出するとの回答が８名と最も多く，次

いで５～６日との回答が多かった。女性は１～２日と

の回答が５名と最も多く，次いで３～４日との回答が

５名であった。統計学的に有意差を認め，男性の外出

頻度が多い傾向であった。

Ｑ７．１回あたりの外出時間

男性は９時間以上の外出が６名と最も多く，次いで

７～８時間との回答が３名であった。女性は１～２時

間との回答が６名と最も多く，次いで３～４時間が４

名であり，統計学的に男性の平均外出時間が長い傾向

であった。

Ｑ８．主な外出先

男性は買い物が６名と最も多く。次いで職場が４名

であった。女性は買い物が１０名と最も多かった。外出

先として男女別の有意差は見られなかった。

Ｑ９．外出時の交通手段

男性は，自家用車が１０名と最も多く，次いで徒歩（車
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椅子等を含む）が５名であった。女性は徒歩（車椅子

等を含む）が６名と最も多く，次いで自家用車が５名

であった。男女間に統計学的有意差は認めなかった。

Ｑ１０．自分で自動車運転を行うか

男性は運転するとの回答が６名，女性は運転しない

との回答が１４名であった。女性は１名を除き自動車の

運転を行っておらず，統計学的に有意差を認めた。

Ｑ１１．外出する際に水分摂取を控えるか

男性は水分摂取を控えるとの回答が４名，特に無い

との回答が１１名で，女性はそれぞれ５名，９名との回

答であった。統計学的有意差は認めなかったが，男性

の２６％，女性の４０％が外出する際に水分摂取を控えて

いた。

Ｑ１２．外出時にトイレに行きたくなった際の対応方法

男性は尿器を試用するとの回答が８名と最も多く，

女性はトイレが見つかるまで我慢するとの回答が９名

と最も多く，統計学的な有意差を認めた。

Ｑ１３．外出時の主な介護者

外出時の介護者に関しては，男性は一人での外出が

６名と最も多かった。女性は，ガイドヘルパーの利用

と，一人での外出がそれぞれ６名と同数であった。外

出時の介護者に関しては，統計学的な有意差を認めな

かった。

Ｑ１４．外出に関する満足度

男性は，やや満足が６名と最も多く，次いで十分満

足が５名であった。女性はやや満足，やや不満足，非

常に不満足がそれぞれ４名であった。男性は概ね外出

に満足との回答が多く，女性は不満足との回答が多い

傾向であったが，統計学的な有意差は認めなかった。

Ｑ１５．外出が困難と感じる理由

男性は，トイレが少ないとの回答が８名と最も多く，

次いで道路が悪いとの回答が７名であった。女性は，

道路が悪いとの回答が８名と最も多く，次いでトイレ

が少ないとの回答が７名であった。男女共にトイレが

少ない，道路が悪いとの回答が多かったが，統計学的

な有意差は認めなかった。

Ｑ１６．外出についての意見（自由記載）

詳細を表４に示す。
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表１ 外出についてのアンケート

１．年齢 歳 性別（男・女）

２．障害名（ ）

障害者手帳の等級 級（お持ちの場合）

３．生活の場所（丸を付けてください）

�一戸建て �アパート・マンション �施設 �その他（ ）

４．本人を含んだ同居家族

（ ）人

５．移動手段

�一人で歩ける �歩行器等の使用 �手動式車椅子 �電動車椅子 �ストレッチャー

６．週に何日程度，外出されますか？

�１～２日 �３～４日 �５～６日 �毎日

７．一回当たりの外出は平均何時間ですか？

�１～２時間 �３～４時間 �５～６時間 �７～８時間 �９時間以上

８．最も多い外出先を一つ選んでください，が多いですか？

�職場（作業所・会社） �学校 �友人宅 �買い物 �病院 �散歩 �ボランティア

	習い事 
美容室 �その他（ ）

９．外出の際の主な交通手段はなんですか？

�徒歩（車椅子など含む） �車 �公共交通機関

１０．自分で車の運転をしますか？

�自分で車の運転をする �自分では車の運転をしない

１１．外出する際に，水分摂取を控えることがありますか？

�外出前や外出中は水分の摂取を控えている �特になし �その他（ ）

１２．外出先でトイレに行きたくなったらどうしますか？

�トイレが見つかるまで我慢する �尿器を使用する �家に帰る

�その他（ ）

１３．外出の時の主な介助者は誰ですか？

�家族 �友人 �ガイドヘルパー �ボランティア

１４．外出について満足度

�十分満足 �やや満足 �どちらでも無い �やや不満足 �非常に不満足

１５．外出が困難と感じる理由はなんですか？（複数回答）

�トイレが少ない �道路が悪い �歩道が少ない �スロープが少ない

�介助者がいない �町での視線 �人々の偏見 	外出手段の問題 
経済的問題

�身の回りの事で精一杯 �人に会いたくない 
その他

１６．外出についての意見（自由記載）
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表２ アンケート結果 Ｑ１～８
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表３ アンケート結果 Ｑ９～１５
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表４ 回答１６ 外出についての意見（自由記載）

男性からの意見

・外出しやすい所に外出先が限られる。

・同じ店を何度も利用していると，店員が慣れてきて対応が良くなる。

・自分の車が無いため外出が難しい。

・自家用車が運転できるので，トイレのある場所まで移動できる。遠方だと高速道路を利用すればトイレに困

らない。

・排泄が困難で座薬を使用するが，座薬使用日には外出できない。

・自家用車を持っていないので外出が困難。

・障害者用の駐車スペースに健常者が停めていることがある。

・短距離は車で移動するが，長距離だと車の振動が負担である。

・歩けるのであれば，なるべく一般スペースに停めて欲しい。車椅子利用者は障害者スペース以外では乗り降

りできない。

・エレベーターが少ない。

・外出時には予めトイレの場所を確認している。

・歩行障害があるが，近隣の歩道でフェンスが低い所があるので，転落しそうで怖いことがある。

・外出時に排尿を我慢して尿路感染をおこした。

・雨天だと外出できない。

女性からの意見

・スロープ付きバスでも，車内での固定が不十分で動き出すことがあり危険を感じる。

・街中で助けを頼んでも，助けてくれないことがある。

・不法駐車に困ることが多い。

・違法駐輪で困る。

・福祉タクシーが予約しないと乗れないことが多いので困る。

・外出時に事故に巻き込まれ困った。

・外出先の町で福祉マップが無いので，バリアフリー施設などが見つけられず困る。

・車椅子では信号が青の間に渡りきるのが困難。

・公共交通機関が利用しづらいことがある。

・外出先で荷物を持てないので買い物ができない。

・エレベーターの台数が少ない。

・歩道に段差があり歩きづらい。

・どこにバリアフリートイレがあるのか分からない。

・ガイドヘルパーの時間数が足りない。

・外出のボランティアを探すが見つからない。

・トイレの場所を確認してから外出する。

・田舎で和式のトイレしかなく困ることがある。

・外出予定の３日前より，飲水と食事の量を減らし外出に備えている。

歩行障害者が外出困難となる理由についてのアンケート調査 ４５



�．考 察

１．自動車運転に関して

アンケート結果では，自動車の運転者数は男性障害

者の方が優位に多かった。平成元年以降の健常者の運

比率は，男性５５．０～６３．０％，女性３７．０～４４．２％で推移

しているため（運転免許統計，警察庁交通局運転免許

課），障害者の免許取得率はより男女差が大きい可能

性が示唆された。女性障害者の免許取得率が低い理由

として，本研究より明確な回答を得ることは困難であ

るが，健常者であっても女性の免許取得率がやや低い

ことに加えて，女性障害者は腕力の低さによりトラン

スファーが困難と考えられ（瀬出井２０１３），車椅子か

ら自動車へのトランスファーや車椅子の載せ下ろしが

困難な可能性がある。さらに，自動車運転の為には障

害に応じた自動車の改造が必要であり（松尾２０１３，熊

倉２０１３），その改造費用も１０万～数百万掛ることもあ

る。障害者に対応した自動車学校も少ないこともあり

（佐藤ら２０１３），自動車免許取得へのハードルが高い

といえる。また，本調査では，女性障害者の日常的な

外出先として勤務先を挙げているのは１名のみであり，

未就労のために金銭的な理由で改造自動車の購入が困

難であったり，自動車学校の費用捻出が困難であった

可能性があると考える。

渡邊（２００４）によると，「海外では高額な改造費と

いえども，補助する事で全身性重度障害者が納税者に

なることを期待できるのであれば，決して高くはな

い。」といった行政の認識があるという。実際に障害

者の自動車取得の費用を一部助成している市町村もあ

るが（小城市，障害者自動車運転免許取得事業につい

て），今後も行政に対し，助成金や規制緩和などの対

応を働きかけていくことで，男女共に外出頻度が増や

せるようにしていく必要があると思われる。

２．外出頻度とトイレに関して

外出頻度と外出時間は，女性障害者が有意に少ない

傾向が示唆された。外出が困難と感じる理由について

の回答では，男女共に障害者が利用できるトイレが少

ないこと，道路状況が悪いことが最も多かった。さら

に，外出時にトイレに困った際の対応では，男性は尿

器を利用するとの回答が最も多かったのに対して，女

性障害者は，我慢するか自宅に帰ると言った解答が有

意に多かった。これらのことから，女性障害者はトイ

レの問題により外出を控えている可能性が示唆された

と考える。

男性が尿器を使用する際には，ズボンを一部下ろす

か，ジッパーを開けるのみで排尿が可能である。その

為，外出先や車の中でも比較的容易に尿器へ排尿する

ことができる。一方で女性用の尿器は，臀部に差し込

むため形状が大きく運搬も困難である。さらに，臀部

に差し込むためにはベッド上などでなければ使用が困

難であり，外出先でのベッドが少ないと指摘されてい

る現状では（堀田２０１３），女性の尿器使用は困難とい

える。さらに羞恥心の問題もあり自動車内での尿器使

用も困難と考えられることから，結果的にトイレを我

慢するとの回答が多くなり，そのために外出時間も短

くなったものと考えられる。

また，自動車を運転できると，公共交通機関や高速

道路など障害者用トイレが利用できる場所が増えるた

め（山本２０１３），女性障害者がトイレを我慢する機会

も減少するものと考える。

３．外出先でのトイレ使用に関して

結果６では障害者の３３％が外出前には水分を控えて

いると回答していた。これは，外出先で尿意を催さな

いようにする為と思われる。自由記載欄では外出予定

の３日前より，飲水と食事の量を減らし外出に備えて

いるとのコメントもみられた。障害者の外出頻度を増

やすためには，障害者対応の公衆トイレを増やすこと

が必要と考えられる。ハートビル法の施行により，障

害者に加え乳幼児連れやオストメイトなど，誰もが利

用できるマルチパーパストイレの普及へと繋がってい

る。しかし，土嶋ら（２００１）によると「マルチパーパ

ストイレでは健常者の利用が増えてしまった為に，障

害者が待たされてしまうなど，障害者用トイレの絶対

数の不足へと繋がっている」とした報告もある。今後

はマルチパーパストイレの絶対数を増やすような取り

組みを行うことで，男女共に気軽に外出できる社会づ

くりが必要と考えられる。

４．公共交通機関の利用について

公共交通機関の利用に関しては，男性０名，女性４

名との回答であった。交通バリアフリー法やハートビ

ル法の施行により，公共交通機関における障害者用ト

イレは普及しつつある。駅舎内だけでなく一部の新幹

線では電動車椅子にも対応可能なトイレが整備されて

いる（今福２０１３）。一方で，在来線は十分とは言えず，

トイレに行きたくなった時には，一旦電車から降りる

ことが必要になる。特に地方在来線になると一旦電車
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を降りると後続列車までの待ち時間が数十分に及ぶこ

ともあるため，今後の対応が望まれる。

５．本研究の限界

本研究では，外出に関して自動車運転とトイレの対

応について焦点をあてたアンケート項目であったため，

障害者の外出に関する問題点を十分に網羅出来ていな

い可能性がある。また，アンケート対象が障害者団体

に所属している方のみであったため，内容に偏りのあ

る可能性も否定できない。

今後は，より詳細な調査を継続する必要がある。

６．おわりに

論文作成にあたり協力頂いた皆様にお礼申し上げま

す。
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